
平 成 ２ ６ 年 １ ０ 月 １ ６ 日
国土交通省 中部地方整備局

富士砂防事務所

お 知 ら せ

１．件 名 「第８回由比地すべり対策検討委員会」の開催について

２．概 要
静岡県静岡市清水区由比地区（サッタ山）は、重要交通網であるＪＲ東海道本線、国道１号

及び東名高速道路が狭い海岸線に集中しており、これらが寸断されると、地域住民の生活に
大きな影響があるばかりでなく、日本経済にも大きな打撃を受ける重要な地区です。

当地区は、糸魚川－静岡構造線に近接する急峻な地形で脆弱な地質からなる地域であ
り、豪雨や今後発生が懸念される東海地震等により大規模な地すべりが発生するおそれがあ
ることから、平成１６年度より学識経験者からなる「由比地すべり対策検討委員会」の意見に基
づき調査・検討を行っており、平成１７年度からは国土交通省富士砂防事務所により地すべり
対策事業を実施しています。

このたび、北側の大押地区について、地盤の深い部分の地質調査を行った結果、地すべり
お お し

対策を実施する必要性が出てきたため、大押地区の地すべり対策計画を策定することを目的
として、下記のとおり「第８回由比地すべり対策検討委員会」を開催することになりましたので、
お知らせいたします。

３．日 時 平成２６年１０月２０日（月） １３：００～１５：００

４．場 所 ＪＲ静岡駅ビル パルシェ７階 D会議室
〒402-0851 静岡県静岡市葵区黒金町48番地

５．議事次第等 別添資料のとおり

６．解 禁 指定なし

７．取 材 委員会の公開・非公開及び議事の公開方法については、以下のとおり。
・開会から委員長挨拶までの頭撮りは公開
・議事は非公開

８．配 布 先 静岡市政記者クラブ、富士宮市記者クラブ、富士市記者クラブ

９．問合せ先 国土交通省中部地方整備局 富士砂防事務所
TEL 0544-27-5221（代）

地すべり対策課 課長 有澤 俊治

専門職 村野 幸宏



「由比地すべり対策検討委員会」の再開にあたって 

 

静岡県 静岡市 由比地区は、昭和３６年の寺尾地すべり及び昭和４９年の

七夕豪雨等々による地すべり災害が発生した箇所に隣接しており、かつ日本

の大動脈である重要交通施設（ＪＲ東海道本線・国道 1 号・東名高速道）が、

急峻な山地と近接する海岸に挟まれた区域に併走している要所であり、防災

上の重要な地区となっています。 

そこで、平成１６年から平成２１年にかけて開催しました「由比地すべり

対策検討委員会（計７回）」において審議いただき、「山中・蜂ヶ沢・大久保

ブロックの地すべり対策計画（地震に対する照査含む）」を策定しました（由

比地すべり対策検討委員会は、第７回（平成２２年３月）をもって一旦、閉

会）。  

その後、上記計画に基づき、鋭意、地すべり対策工の整備を進めており、

平成２７年３月末時点で、整備進捗率は５０%に達します。 

平成２６年４月には、「国土交通省南海トラフ巨大地震対策計画」が策定さ

れ、由比地区直轄地すべり対策事業が「国土交通省の総力を挙げて対応すべ

き７つの重要テーマと１０の重点対策箇所」のひとつに位置づけられたこと

から、由比地区での大規模土砂災害対策を、今後５年間で重点的に推進する

こととなりました。 

一方、大押ブロックについては、過年度に静岡県によって、浅層部での地

すべり対策を実施しておりましたが、隣接する大久保ブロックの排水トンネ

ル施工時に、大押ブロック内を掘削したところ、深層部において破砕された

岩が確認されています。 

そこで、「大押ブロックの地すべり対策計画（地震に対する照査含む）」を

策定することを目的として、このたび、「由比地すべり対策検討委員会」を再

開するものです。 
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第８回 由比地すべり対策検討委員会 

 

 

日時：平成 26 年 10 月 20 日（月） 13：00～15：00 

場所：ＪＲ静岡駅ビル パルシェ 7 階Ｄ会議室     

 

 

議 事 次 第 

 
1. 開会 

 
2. 挨拶                  富士砂防事務所長  吉田 桂治 

 
3. 委員長 挨拶       静岡大学 名誉教授  土  隆一 

 
4. 議事 
１） 「由比地すべり対策検討委員会」の規約改正について 

部会長 挨拶、委員 紹介 

 
２） 報告事項（山中・蜂ヶ沢・大久保ブロック） 
（１）由比地すべりの概要 
（２）由比地すべり対策計画 
（３）これまでの委員回での検討概要（第 1～7 回委員会） 
（４）由比地すべり対策工の施工状況及び現状での対策工の効果 

 
３）審議事項（大押ブロックの対策方針） 
（１）大押ブロックのこれまでの経緯、調査・対策状況 
（２）大押ブロックの対策工の基本的考え方（案） 
（３）大押ブロックの調査計画（案） 

 
5．その他事項 
１） 今後の検討予定 

 
6．閉会 
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（敬称略） 委員会 技術検討部会

静岡大学　名誉教授 　  土     隆  一 委員長 　

公益社団法人　日本地すべり学会　元会長 藤　田　　壽　雄 委員（学識者） 　

静岡大学　農学部　教授 土　屋　　　智 委員（学識者） 部会長

群馬大学　大学院理工学府　環境創生部門　教授 若　井　　明　彦 委員（学識者） 部会員

一般社団法人　斜面防災対策技術協会　理事 吉　松　　弘　行 委員（学識者） 部会員

独立行政法人 土木研究所　構造物メンテナンス研究センター　耐震研究監 運　上　　茂　樹 委員（学識者） 部会員

独立行政法人 土木研究所　土砂管理研究グループ地すべりチーム　上席研究員 石　井　　靖　雄　委員（学識者） 部会員

東海旅客鉄道株式会社　静岡支社　工務部　管理課長 村　松　　浩　成 委員（民　間）

中日本高速道路株式会社　東京支社　富士保全・サービスセンター所長 小 原       寛 委員（民　間）

静岡県　河川砂防局　技監 後　藤　　森　平 委員（行　政）

静岡県　危機管理部　危機政策課長 滝　田　　和　明 委員（行　政）

静岡市　建設局長 寺　田　　　薫 委員（行　政）

国土交通省　中部運輸局　鉄道部　技術課長 田　中　　範　明 委員（行　政）

国土交通省　中部運輸局　静岡運輸支局長 小　林　　裕　之 委員（行　政）

国土交通省　中部地方整備局　静岡国道事務所長 森　川　　博　邦 委員（行　政）

国土交通省　中部地方整備局　富士砂防事務所長 吉　田　　桂　治 委員（行　政） 部会員

由比地すべり対策検討委員会　名簿


